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宇宙の高エネルギー現象
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パルサー星雲 超新星残骸 ブラックホール連星

ガンマ線バースト 活動銀河核 ダークマター

中性子星 (パルサー)

想像図

想像図
巨大ブラックホール

相対論的ジェット
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日本物理学会201７年秋季大会 宇都宮大学 201７/９/1３

CTA報告１２３：全体報告

窪 秀利 (京大理) 他CTA Consortium

Ｘ線-ガンマ線の全方位観測

http://www-cr.scphys.kyoto-u.ac.jp/gakubu/P6.html

フェルミ・ガンマ線望遠鏡 
2008 年打ち上げ

Ｘ線衛星 すざく 
（2005年打ち上げ）

ひとみ （2016年） 
⇒ XARM （2021年）

Ｘ線衛星 FORCE 
(2020年代後半)

MeV ガンマ線気球 
（2018年）

TeV ガンマ線望遠鏡 
CTA （2018年）

Ｘ線

MeV

ガンマ線

TeVGeV
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再構成の結果(線源の位置:中央) 
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我々と共に最先端の研究を行おう！

日本物理学会201７年秋季大会 宇都宮大学 201７/９/1３

CTA報告１２３：全体報告

窪 秀利 (京大理) 他CTA Consortium

実験目的 
電子飛跡検出型コンプトンカメラ 

ドリフト電極 

シンチレーター 

シンチレーションカメラ ガス検出器 

入射γ線のエネルギー・位置・偏光・時刻が分かる！ 

シンチレータ 
＋ 

光電子増倍管 

大量の光電子増倍管（PMT）を使う代わりに多チャンネル
MPPCが使えないか？ 
 
→MPPCの性能を評価したい！ 

引用：京都大学宇宙線研究室HP 
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「すざく」X線天体観測
超新星残骸 G166+4.3 

P6の結果から論文になりました！

FORCE 新型Ｘ線検出器
コンプトンＸ線偏光実験

SMILE-II  
MeV コンプトンカメラ
シンチレーター MPPC

次世代 TeV 望遠鏡
チェレンコフ光検出器

pedestal

1p.e.

2p.e.
3p.e.
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前期

後期

・P5 と合同で進める 
・P6 ではゼミと実験を行う(隔週) 
・ゼミでは放射線計測と X 線・ガンマ線観測の教科書を輪読 
・検出器 (比例計数管、シンチレータ、半導体検出器) で  
　実際に X 線・ガンマ線の計測をする

・2から3のグループで，天体観測データ解析や装置開発実験 
・3月に成果発表会

※ 希望があれば人数バランスを考慮の上で後期が始まる際に 
P5 ↔ P6 の入れ替えにも対応します

進め方
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